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種を播き、水をやり、花を咲かせて実らせる
たゆみない努力の積み重ねによって絶えず新しい仕事を創造していきます。

＜経営理念＞

ニチレキグループは、「道」創りを通して社会に貢献するため、

●優れた機能とコストを満足する道路舗装材料ならびに工法の提供

●国民の共有資産である「道」をいつも見守る高度なコンサルティング

●顧客から信頼される施工技術

これらを完全に一体化し、株主をはじめ幅広い顧客の皆様から信頼される

「道」創りになくてはならない収益性に優れた企業グループであり続けるとともに、

社員一人ひとりが能力を発揮でき、働きがいのあるグループであることを経営理念としております。

この理念を遂行するための活動にあたり、法令を遵守するとともに

環境保全、安全に十分配慮することを基本といたします。

ニチレキグループの企業文化そのものである

「種播き精神」と経営理念をあわせて

“企業理念”と位置づけております。

企業理念
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　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。

　ここに第６６期（平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日まで）の株主通信をお届け

するにあたり、ご挨拶申しあげます。

　当社グループを取り巻く環境は、政府の景気対策等により公共事業の発注は比較的堅調

であったものの、民間設備投資に回復が見られず、また受注競争のさらなる激化や原材料

の価格変動など、厳しい状況が続きました。

　このような環境の中で当社グループは、中期経営計画『ＭＡＧ・Ｎｅｔプラン』の基本方

針に則り、エリア経営の強化や自社製品・工法の販売拡大に努めてまいりました。

　その結果当期の連結業績は、特に利益において前年度実績および年度当初の業績予想

を大きく上回ることができました。

　今後につきましては、政府の公共事業政策や熾烈な受注競争、資材価格の動向など不

透明感が拭えず、厳しい市場環境が続くものと予想されます。このような状況の中、当社

グループは新たな中期経営計画「チャレンジ 2012」を策定し、この基本方針に基づい

た取り組みを徹底することにより、グループの新たな成長を目指してまいります。

　また、企業の社会的責任を果たすために、グループ全体の法令遵守、安全および環境

活動を推進するとともに、経営に関する監査・監督機能を高め、経営活動の健全性、透明

性と効率性を追求し、コーポレート・ガバナンスを充実していくことに努めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭

撻を賜りますようお願い申しあげます。

平成２２年６月　　

代 表 取 締 役 社 長

山 内 幸 夫

株主の皆様へ
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■ 経営成績
当連結会計年度の業績につきましては、売上高は49,464

百万円（前期比10.7％増）となりました。 営業利益は
4,528百万円（前期比271.1％増）、経常利益は4,733百万
円（前期比233.4％増）、当期純利益は2,335百万円（前期
比267.7％増）となりました。

■ 事業別概況
[アスファルト応用加工製品事業]

アスファルト応用加工製品事業につきましては、高付加価
値製品・工法の設計・受注活動に注力し、また原材料価格の
変動への対応に努めたことなどから、売上高は19,626百万
円（前期比2.3％増）となり、営業利益は4,548百万円（前
期比86.6％増）となりました。

[道路舗装事業]
道路舗装事業につきましては、受注競争が激化する中、

グループ一丸となった営業活動やグループ内応援による施工
体制の充実などにより、売上高は29,541百万円（前期比
17.2％増）となり、営業利益は1,499百万円（前期比

749.3％増）となりました。

[その他事業]
その他事業につきましては、不動産賃貸収入などにより、

売上高は295百万円（前期比0.7％減）、営業利益は195百
万円（前期比8.5％増）となりました。

■ 今年度の取組み
依然として本格的な景気回復には至らず国の税収が落ち

込む中、当社グループを取り巻く事業環境は、政府の公共
事業政策や熾烈な受注競争、原油価格をはじめとする資材
価格の動向など不透明感が拭えず、厳しい状況が続くことが
予想されます。

当社グループはこのような環境の中で、新たな中期経営
計画「チャレンジ 2012」の重点施策を徹底して遂行いたし
ます。特に今年度は、ニチレキグループ独特の強みである

「コンサルティング力」を徹底活用し、「技術開発力」ととも
にニチレキグループの事業推進における両輪と位置づけ、
高付加価値の自社製品・工法の設計活動、受注活動に注力
してまいります。

営業の概況

■ 連結財務ハイライト

第62期 第63期 第64期 第65期 第66期
売上高 （百万円） 35,112 38,619 45,917 44,697 49,464 

経常利益 （百万円） 622 1,148 1,744 1,419 4,733

当期純利益 （百万円） 221 355 659 635 2,335

１株当たり当期純利益 （　円　） 6.50 11.79 21.95 21.58 80.20

総資産 （百万円） 43,385 45,059 44,816 43,846 50,040

純資産 （百万円） 23,369 26,963 26,775 26,208 29,183

自己資本比率 （　％　） 53.9 51.1 49.8 49.1 47.9

１株当たり純資産 （　円　） 774.16 764.19 745.80 738.51 823.64
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当社グループは、平成20年度を初年度とする3カ年の中期経営計画「ＭＡＧ・Ｎｅｔプラン」を策定し、
実施してまいりました。しかしながら、政権交代や原材料価格の大幅な変動など、当社グループを取
り巻く環境が大きく変化しつつあること、また、当該中期経営計画の最終利益目標を平成21年度に
達成できたことなどから、「ＭＡＧ・Ｎｅｔプラン」を１年前倒しで終了し、平成22年度を初年度とする
3ヵ年の新たな中期経営計画「チャレンジ 2012」を策定し、スタートいたしました。

中期経営計画のコンセプトと基本方針

中期経営計画の数値目標

中期経営計画（2010年度〜2012年度） 

「チャレンジ 2012」を策定

経営計画

強い製品・
工法開発力の

向上

強い財務体質の
堅持

優れた人材の
育成

コンセプト
『新たな成長』へ

キーワード「変化をチャンスに」

基本方針

連結売上高 百万円49,464

連結営業利益 百万円4,528

連結経常利益 百万円4,733

2009年度実績

連結売上高 百万円55,000

連結営業利益 百万円5,000

連結経常利益 百万円5,000

2012年度目標

1 いかなる外部環境の変化においても
安定した収益を確保できる企業体質への変革

2 ニチレキブランドの強化による
優位性の確立

3 機動的かつ効率的な
グループ経営体制のさらなる強化
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重慶市は、中国西南部最大の商工業都市で、中国政府が推し進めている
「内陸部開発」の中心的な役割を担っており、ここ数年の発展は目覚しいも
のがあります。

道路事業においても、高速道路の新設、省道等の新設および補修が大規
模に計画されています。

当社は、このような状況下、内陸部開発に伴うインフラ整備の拡充に対
し、重慶市および周辺地域を市場とした道路舗装材料の製造、販売を目的
に合弁会社を設立することといたしました。

平成２２年２月２５日、重慶市で合弁会社設立に関する契約を
締結しました。この合弁会社は、中国において４社目となります。

会社名
重慶三瀝高科道路材料有限公司
資本金
３,０００万人民元
出資比率
ニチレキ株式会社…………………………５０％
重慶交通物資集団有限責任公司………３０％
重慶搏創公路養護有限責任公司………２０％
主な事業内容
道路および橋梁舗装に係る材料の製造、販売

「中国重慶市に合弁会社設立へ」

合弁会社設立の目的

合弁会社の概要

トピックス Topics

北京路新大成景観舗装有限公司
北京市市政一建設工程有限責任公司

杭州同舟瀝青有限公司

重慶三瀝高科道路材料有限公司

PS NICHIREKI PTE,LTD.
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当社が開発する技術や製品の一部を紹介いたします。

工法・コンサルタント

乳剤タイプ遮熱性舗装　サーモテックＥ工法
サーモテックE工法は日射エネルギー量の約半分を占める

近赤外線を反射することにより、昼間における舗装路面の温
度上昇を抑制できる乳剤タイプの遮熱性舗装です。ニチレキ
の乳剤技術を活用して、従来の樹脂系タイプが抱える臭気問
題を大幅に低減することが可能となりました。これにより、都
市熱環境の改善に寄与すると共に、舗装への蓄熱量が減少
し、暑い夏の日でも比較的過ごしやすく快適な道路空間を提
供することができます。また、都市部においては熱帯夜問題
も解消できるためご好評をいただいております。このように
ニチレキは地球温暖化対策にも積極的に取り組んでおります。

Technology

Technology & Consultants

ロメンキャッチャーＶＰは、通常速度で走行しながら車両進行方向の路面の
振動を簡便に計測する段差計測車です。また、同時に５ｍ間隔で路面の静止
画像を連続撮影します。撮影した路面画像には、
GPSによる緯度・経度情報も付加されています。

路面の振動データと撮影した路面画像を専用ソ
フト（ＶＰ-Ｖｉｅｗｅｒ）で解析することで、段差など
による路面の振動の大きさや原因となる箇所の特
定ができます。

この技術で振動苦情の原因特定が低コストで可
能となります。

コンサルティング技術　ロメンキャッチャーＶＰ・ＶＰ-Ｖｉｅｗｅｒ

Consultants

▲段差計測車 ロメンキャッチャーVP ▲専用ソフト ＶＰ-Ｖｉｅｗｅｒ

010_0565001302206.indd   6 2010/06/15   18:15:45



連結損益計算書 （単位：百万円）連結貸借対照表 （単位：百万円）

（単位：百万円）連結キャッシュ･フロー計算書

7

科目 第66期 第65期

資産の部
流動資産 33,799 28,023
固定資産 16,241 15,822
　有形固定資産 11,627 11,489
　無形固定資産 339 371
　投資その他の資産 4,274 3,961
資産合計 50,040 43,846
負債の部
流動負債 16,273 13,078
固定負債 4,582 4,559
負債合計 20,856 17,637
純資産の部
株主資本 23,203 21,104
　資本金 2,919 2,919
　資本剰余金 2,017  2,017
　利益剰余金 19,623 17,520
　自己株式 △1,356 △1,353
評価・換算差額等 779 407
　その他有価証券評価差額金 779 407
少数株主持分 5,199 4,696
純資産合計 29,183 26,208
負債及び純資産合計 50,040 43,846

科目 第66期 第65期

売上高 49,464 44,697
売上原価 38,061 37,073
売上総利益 11,402 7,623
販売費及び一般管理費 6,873 6,403
営業利益 4,528 1,220
営業外収益 223 223
営業外費用 18 24
経常利益 4,733 1,419
特別利益 122 89
特別損失 183 231
税金等調整前当期純利益 4,672 1,277
法人税、住民税及び事業税 1,873 634
法人税等調整額 △108 91
少数株主利益又は少数株主損失（△） 572 △83
当期純利益 2,335 635

科目 第66期 第65期

営業活動によるキャッシュ･フロー 6,078 2,718
投資活動によるキャッシュ･フロー △1,404 △702
財務活動によるキャッシュ･フロー △432 △489
現金及び現金同等物の増減額 4,241 1,527
現金及び現金同等物の期首残高 7,605 6,078
現金及び現金同等物の期末残高 11,847 7,605

連結株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

株主資本 評価・換算差額等
少数株主

持分
純資産
合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
評価・換算
差額等合計

平成21年3月31日残高 2,919 2,017 17,520 △1,353 21,104 407 407 4,696 26,208
連結会計年度中の変動額
　剰余金の配当 △233 △233 △233
　当期純利益 2,335 2,335 2,335
　自己株式の取得 △3 △3 △3

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額（純額） 372 372 503 876

連結会計年度中の変動額合計 2,102 △3 2,099 372 372 503 2,975
平成22年3月31日残高 2,919 2,017 19,623 △1,356 23,203 779 779 5,199 29,183

連結財務諸表（要約）
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貸借対照表 （単位：百万円） 損益計算書 （単位：百万円）

科目 第66期 第65期

資産の部
流動資産 25,237 19,554
固定資産 13,791 13,544
　有形固定資産 9,536 9,475
　無形固定資産 271 295
　投資その他の資産 3,983 3,773
資産合計 39,028 33,098
負債の部
流動負債 14,857 10,828
固定負債 2,186 2,189
負債合計 17,044 13,018
純資産の部
株主資本 21,205 19,673
　資本金 2,919 2,919
　資本剰余金 2,017 2,017
　利益剰余金 17,118 15,584
　自己株式 △851 △847
評価・換算差額等 779 407
　その他有価証券評価差額金 779 407
純資産合計 21,984 20,080
負債及び純資産合計 39,028 33,098

科目 第66期 第65期

売上高 28,550 27,096

売上原価 20,889 21,840

売上総利益 7,660 5,256

販売費及び一般管理費 4,601 4,216

営業利益 3,059 1,039

営業外収益 121 135

営業外費用 17 24

経常利益 3,163 1,150

特別利益 41 30

特別損失 128 143

税引前当期純利益 3,076 1,037

法人税、住民税及び事業税 1,375 446

法人税等調整額 △66 △1

当期純利益 1,767 591

株主資本等変動計算書 （単位：百万円）

株主資本 評価・換算差額等

純資産
合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

評価・
換算差額
等合計資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計固定資産
圧縮積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成21年3月31日残高 2,919 2,017 729 110 13,100 1,643 15,584 △847 19,673 407 407 20,080
事業年度中の変動額
　剰余金の配当 △233 △233 △233 △233
　当期純利益 1,767 1,767 1,767 1,767
　自己株式の取得 △3 △3 △3

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） 372 372 372

事業年度中の変動額合計 1,534 1,534 △3 1,531 372 372 1,904
平成22年3月31日残高 2,919 2,017 729 110 13,100 3,178 17,118 △851 21,205 779 779 21,984

個別財務諸表（要約）
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会社の概況 （平成22年3月31日現在） 取締役・監査役一覧 （平成22年6月29日現在）

商号	 ニチレキ株式会社
本社所在地	 東京都千代田区九段北四丁目3番29号
設立	 昭和24年9月 
資本金 	 29億1千9百万円 
従業員数 	 683名（連結）、338名（単体）
主な事業内容
●	アスファルト応用加工製品の製造・販売、建築・土木用資材の製造加工・販売
●	道路舗装工事・防水工事・上下水道工事ならびにその他の土木工事の請負お

よびこれらに関する調査・設計・監理
●	測量・地質調査
●	コンピュータ情報サービス・ソフトウェアおよび情報処理機器の開発・販売
●	屋内外の各種表示および広告の企画･設計･施工ならびにこれらに使用する印

刷物の製造および販売

執行役員一覧 （平成22年6月29日現在）

本　社	 東京都千代田区九段北四丁目3番29号 
技術研究所	 栃木県下野市柴272番地
支　店	 全国9支店（北海道・東北・関東・東京・中部・関西・中国・四国・九州）

営業所	 全国45営業所
出張所	 全国11出張所
工　場	 全国21工場

事業所 （平成22年3月31日現在）

主な子会社の概要 （平成22年3月31日現在）

会社名 資本金（単位：百万円） 主な事業内容

  北海道ニチレキ工事株式会社 40 道路舗装工事等の請負
  東北ニチレキ工事株式会社 65 道路舗装工事等の請負
  日瀝道路株式会社 150 道路舗装工事等の請負
  日レキ特殊工事株式会社 30 道路舗装工事等の請負
  中部ニチレキ工事株式会社 80 道路舗装工事等の請負
  近畿ニチレキ工事株式会社 50 道路舗装工事等の請負
  中国ニチレキ工事株式会社 50 道路舗装工事等の請負
  四国ニチレキ工事株式会社 17 道路舗装工事等の請負
  九州ニチレキ工事株式会社 23 道路舗装工事等の請負
  朝日工業株式会社 50 道路舗装工事等の請負

代表取締役社長 山　内　幸　夫
代 表 取 締 役 工　藤　俊　二
取 　 締 　 役 高　橋　保　守
取 　 締 　 役 淺　田　　　弘
取 　 締 　 役 井　上　　　正
取 　 締 　 役 住　谷　義　治
常 勤 監 査 役 坂　巻　宣　明
監 　 査 　 役 ※ 滝　　　久　男
監 　 査 　 役 ※ 小　林　　　修
監 　 査 　 役 雫　川　博　光
※印は社外監査役であります。

執 行 役 員 社 長 ※ 山　内　幸　夫
専 務 執 行 役 員 ※ 工　藤　俊　二
常 務 執 行 役 員 ※ 高　橋　保　守
常 務 執 行 役 員 ※ 淺　田　　　弘
上 席 執 行 役 員 ※ 井　上　　　正
上 席 執 行 役 員 ※ 住　谷　義　治
上 席 執 行 役 員 穴　原　良　三
上 席 執 行 役 員 工　藤　凖　夫
上 席 執 行 役 員 佐　藤　　　勲
上 席 執 行 役 員 後　藤　正　司
執　行　役　員 小　幡　　　学
執　行　役　員 川　口　裕　司
執　行　役　員 坂　井　　　勇
執　行　役　員 江　里　勝　美

※印は取締役兼務者であります。

会社概要
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10

株式の状況 （平成22年3月31日現在）

●発行済株式総数及び株主数

発行可能株式総数	 90,000,000株
発行済株式の総数※	 29,119,469株
株主数		  3,739名
※自己株式 2,566,486株を除く

●大株主

所有者別株式分布状況 （平成22年3月31日現在）

個人その他
37.2%

金融
30.0%

金融商品
取引業者
1.1%外国人等

5.8%

自己株式
8.1%

その他
国内法人
17.8%

株主メモ

　■ 金融･･･････････････････････  	 949万株
　■ 金融商品取引業者･･･････････  	 34万株
　■ その他国内法人･････････････ 	 565万株
　■ 外国人等･･･････････････････  	 185万株
　■ 個人その他･････････････････ 	 1,178万株
　■ 自己株式･･･････････････････ 	 256万株

株価･出来高の推移

株価（円）

300
250

400
450

350

平成21年
10月 11月 12月4月 5月 6月 1月 2月7月 8月 9月

平成22年
3月

出来高（千株）
2,400

1,200
600

1,800

0

平成21年
10月 11月 12月4月 5月 6月 1月 2月 3月7月 8月 9月

平成22年

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

ニチレキ取引先持株会 1,116 3.83
㈱みずほコーポレート銀行 1,108 3.81
日本トラスティ･サービス信託銀行㈱
 中央三井アセット信託銀行再信託分･CMTB（エクイティインベストメンツ㈱ 信託口） 1,100 3.78

ニチレキ従業員持株会 1,060 3.64
日本生命保険（相） 890 3.06
㈱三菱東京UFJ銀行 760 2.61
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 694 2.38
第一生命保険（相） 662 2.27
日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 650 2.23
㈶池田20世紀美術館 630 2.16

（注）	 1. 当社は自己株式2,566,486株を保有しておりますが上記には含めておりません。
	2. 持株比率は自己株式（2,566,486株）を控除して計算しております。

（お知らせ）
中央三井信託銀行のフリーダイヤルまたはホームページ

●フリーダイヤル　	0120-78-2031
		  0120-87-2031（24時間受付：自動音声案内）
●ホームページ　　http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html

（ ）

事　業　年　度 毎年4月1日から3月31日まで
単 元 株 式 数 1,000株
定 時 株 主 総 会 毎年6月 
期 末 配 当 基 準 日 毎年3月31日 
公　告　方　法 電子公告 
株主名簿管理人 東京都港区芝三丁目33番1号

中央三井信託銀行株式会社 
同 事 務 取 扱 所
   株式事務に関する
   お問い合わせ先

〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
中央三井信託銀行株式会社証券代行部

同　取　次　所 中央三井信託銀行株式会社  全国各支店
日本証券代行株式会社   本支店 

株式情報
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http://www.nichireki.co.jp
〒102-8222 東京都千代田区九段北4-3-29
TEL：03-3265-1511  FAX：03-3265-1510

● 住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
株主様の口座のある証券会社にお申出ください。
なお、証券会社に口座がないため特別口座が開設されました株主様は、
特別口座の口座管理機関である中央三井信託銀行株式会社にお申出く
ださい。

● 未払配当金の支払いについて
株主名簿管理人である中央三井信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ（お知らせ）
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